
ｎｃｍ Ｗｉ－Ｆｉ αサービス利用規約

第１条（総則）
株式会社長崎ケーブルメディア（以下「当社」といいます。）は、当社が指定するインターネットサービスの加入者を対象に提供する「ｎｃｍ Ｗ
ｉ－Ｆｉ α」（以下「本サービス」といいます。）に関して、当社所定の申込手続を完了し利用する者（以下「利用者」といいます。）に対し、以
下のとおりｎｃｍ Ｗｉ－Ｆｉ αサービス利用規約（以下「本規約」といいます。）を定めるものとします。
２　利用者は、本規約のほか、定めのない事項については、長崎ケーブルメディア 総合契約約款、インターネットサービス利用規約（以下「約
款等」といいます。）が適用されることを確認するものとします。
３　当社は、本規約を変更することがあります。なお、この場合には、変更後の新規約を適用するものとします。
第２条（サービスの内容等）
本サービスは、当社の電気通信設備を用いて、当社の保有する無線ＬＡＮ（Wi-Fi）機能を内蔵した機器（以下「無線ルーター」といいます。）を
利用者に貸与するサービスです。
２　本サービスは、当社が指定するインターネットサービスの付加機能として提供します。
３　本サービスは最大５台まで契約できます。
４　無線ルーターの設置作業は、当社が指定する者により行います。
第３条（利用申込）
本サービスの利用を希望する者（以下「申込者」といいます。）は、本規約に同意の上、当社所定の手続に従って利用申込を行うものとします。
２　当社は、前項の規定にかかわらず、申込者が次の各号のいずれかに該当すると判断した場合には、その利用申込を承認しないことがあります。
また、当社は承認後においても次の各号のいずれかに該当する事実が判明した場合には、違約の責を負うことなく、その承認を取消すことができ
るものとします。
（１）申込内容に虚偽、誤記又は記入漏れがあった場合
（２）申込者が、当社が指定するインターネットサービスの加入者でない場合
（３）申込者が、当社が提供するサービスの料金の支払を怠っている場合、又は怠るおそれがあると当社が判断した場合
（４）当社が、申込者を利用者とすることが技術上著しく困難である、又は業務の遂行上著しい支障があると判断した場合
（５）その他、当社が申込者を利用者とすることを不適当と判断した場合
第４条（料金の支払等）
利用者は、当社が本規約に規定する本サービスの利用料金、無線ルーターの設置に関する費用を当社に支払うものとします。
２　利用者は、当社が本サービスの提供を開始した日の属する月の翌月から起算して、本サービスの解約があった日の属する月までの期間（提供
を開始した日の属する月と解約又は廃止があった日の属する月が同一の月である場合は１ヶ月間とします。）については、本サービスの利用料金
を当社に支払うものとします。なお、本サービスが月の途中で解約された場合、理由の如何を問わず当該月に係わる利用料金は減額されないもの
とします。
第５条（無線ルーター）
無線ルーターは、本体の初期化操作によって出荷時の状態に戻すことができます。その場合、利用者が変更した無線ルーターの設定を復元するこ
とはできません。
２　当社は、利用者宅に設置する無線ルーターの障害の切分けのため、無線ルーターの設定変更又は設定情報の初期化を利用者に依頼する場合、
又は当社にて実施する場合があります。
３　利用者は、届出た設置住所以外の場所で無線ルーターを利用しないものとします。
第６条（接続設定）
無線ルーター接続後の利用者端末等への接続設定等は、利用者にて行うものとします。
２　本サービスは、全ての通信機器の無線ＬＡＮ接続を保証するものではありません。
第７条（故障等）
利用者は、無線ルーターに故障、破損又は紛失が生じた場合、速やかにその旨を当社に通知するものとします。
２　利用者は、当社の責によらない無線ルーターの故障、破損又は紛失について、別途定める損害金を当社に支払うものとします。
３　無線ルーターを交換した場合は、ＳＳＩＤ及び暗号キーが変更となります。この場合、利用者端末の設定は、利用者にて行うものとします。
第８条（サービスの解約）
利用者は、本サービスを解約しようとするときは、当社所定の方法にてその旨を通知するものとします。
第９条（サービスの終了等）
当社が指定するインターネットサービスの加入者でなくなった場合は、本サービスも終了します。
２　当社は、事前に通知をした上で、本サービスの全部又は一部の提供を中止することができるものとします。
第１０条（無線回線による制約）
本サービスにおいては、次の各号の事由により、無線回線を利用した通信の伝送速度が低下若しくは変動する状態又は本サービスが全く利用でき
ない状態となることがあります。
（１）電気製品及び特殊医療機器等からの電磁波等の発生による電波障害及び電波干渉等
（２）遮蔽物による電波障害
（３）利用者端末の故障
第１１条（免責）
当社は、次の各号のほか、利用者の故意又は過失により生じた損害に対して、いかなる責任も負わないものとします。
（１）無線ルーターの脆弱性によって利用者が損害を被った場合
（２）利用者端末が故障した場合
（３）本サービスを介しての第三者による利用者端末への不正な接続、データの改ざん・漏洩、機器の破損等が生じた場合
（４）その他、当社の責に帰することのできない事由

附　則
（実施期日）
本規約は、２０２２年１１月１４日より実施します。
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